
履修コ ード /科目名称 195201　 /　 健康・ ス ポーツ実習 【 法律学科】
開講年度 2014年 開講曜日・ 時限 水・ 3
主担当教員氏名・ 種目 岩本　 哲也　 （ イ ワ モト 　 テツヤ） ≪サッ カー≫
副担当教員氏名・ 種目 秋田　 浩一　 （ アキタ 　 コ ウ イ チ） ≪卓球≫

坂尾　 知昭　 （ サカオ　 ト モアキ） ≪室内球技≫

履修コ ード /科目名称 195201　 /　 健康・ ス ポーツ実習( サッ カー)

開講年度 2014年 開講曜日・ 時限 水・ 3

担当教員氏名（ カナ） 岩本　 哲也　 　 ( イ ワ モト 　 テツヤ)

授業概要

到達目標（ ねら い）

授業ス ケジュ ール

準備学習

履修上の留意点

成績評価の方法 70%

30%

教科書/テキス ト

参考書

その他

関連リ ンク

評価は、 平常点70点、 実技点30点と する 。 実技点はリ ーグ戦の結果と 受講態度によ
り 採点する 。 個人の実技テス ト は行わない。

第15回 ま と め

特になし

服装： 一般的な運動服と する 。
シュ ーズ： 必ずアッ プシュ ーズも し く は、 固定式ス パイ ク を用意する こ と ( 取替式ス
パイ ク は不可)

平常点

総合評価

第12回 ゲーム( リ ーグ戦)

第13回 ゲーム( リ ーグ戦)

第14回 ゲーム( リ ーグ戦)

第9回 基本技術の応用、 ゲーム

第10回 基本技術の応用、 ゲーム

第11回 ゲーム( リ ーグ戦)

第6回 イ ンフ ロ ント キッ ク 、 ゲーム

第7回 オフ サイ ド ルールの理解、 ゲーム

第8回 基本技術の応用、 ゲーム

第3回 イ ンサイ ド キッ ク 、 ト ラ ッ ピ ング、 ゲーム

第4回 浮き 球のト ラ ッ ピ ング、 ゲーム

第5回 イ ンス テッ プキッ ク ( グラ ウ ンダー・ 浮き 球) 、 ゲーム

本授業では、 基本技術の習得と ゲームを行い、 サッ カーの楽し さ を実感する 。

サッ カーのゲームは、 ボールを蹴る こ と ( キッ ク ) 、 止める こ と ( ト ラ ッ ピ ング) 、 運
ぶこ と ( ド リ ブル) から 成り 立っている 。 週一回の授業で全てをマス タ ーする こ と は
難し いが、 各々の技術の要領を知る こ と で数段ボール扱いがう ま く なり 、 ゲームも
楽し いも のになる 。 ま た、 正し いルールを学び、 ゲームに生かすこ と の理解度を高
める 。

第1回 オリ エンテーショ ン、 授業内容の説明

第2回 リ フ ティ ング、 イ ンサイ ド キッ ク 、 ゲーム



履修コ ード /科目名称 195201　 /　 健康・ ス ポーツ実習( 卓球)

開講年度 2014年 開講曜日・ 時限 水・ 3

担当教員氏名（ カナ） 秋田　 浩一 （ アキタ 　 コ ウ イ チ）

授業概要

到達目標（ ねら い）

授業ス ケジュ ール

準備学習

履修上の留意点

成績評価の方法 80%

20%

教科書/テキス ト

参考書

その他

関連リ ンク

特になし

服装は、 一般的な運動服と する が、 必ず体育館シュ ーズを用意する こ と ( 土足厳
禁) 。 土足の場合は授業を受ける こ と は出来ない。

平常点

出席

評価は平常点80％、 実技点20％と する 。 実技点は実技テス ト にて判定する 。

第13回 ダブルス ゲーム

第14回 ス キルテス ト

第15回 ま と め

第10回 ダブルス ゲームの行い方。 ダブルス ゲームの練習

第11回 ダブルス ゲーム

第12回 ダブルス ゲーム

第7回 カッ ト ＆ド ラ イ ブリ タ ーン、 シングルス ゲーム

第8回 ス マッ シュ ( ３ 球目) 、 シングルス ゲーム

第9回 シングルス ゲーム

第4回 フ ォ アハンド ド ラ イ ブのショ ート 、 ロ ングの打ち方。 シングルス ゲーム

第5回 バッ ク ハンド ショ ート の打ち方。 バッ ク ハンド ゲーム

第6回 カッ ト の打ち方、 返球の方法。 カッ ト ＆カッ ト 、 シングルス ゲーム

上記の過程で卓球と いう ス ポーツへの理解を深めても ら い、 生涯ス ポーツの基礎を
築いても ら う こ と を目的と する 。

第1回 オリ エンテーショ ン、 授業内容と 服装等の説明

第2回 ラ ケッ ティ ング、 ネッ ト の張り 方の学習、 フ ォ アハンド の基本形

第3回 フ ォ アハンド ド ラ イ ブ、 フ ォ アハンド ゲーム

こ の授業は、 卓球の基本技術を学習し た後、 シングルス 、 そし てダブルス の順に
ゲームを展開する 。



履修コ ード /科目名称 195201 /　 健康・ ス ポーツ実習（ 室内球技）

開講年度 2014年 開講曜日・ 時限 水・ 3

担当教員氏名（ カナ） 坂尾　 知昭 （ サカオ　 ト モアキ)

授業概要

到達目標（ ねら い）

授業ス ケジュ ール

準備学習

履修上の留意点

成績評価の方法 80%

20%

教科書/テキス ト

参考書

その他

関連リ ンク

授業出席を重視し ま す。 遅刻や欠席をせず、 且つ積極的に運動する こ と を心がけて
く ださ い。 運動に適し た一般的なス ポーツウ ェ アを着用し 、 凹凸の少ないフ ラ ッ ト
なソ ールの“ 清潔な” 室内用シュ ーズで受講し てく ださ い。

出席

授業態度等

出席を重視し 、 運動参加への積極性など を総合的に評価する 。 出席点は評点の80％
と し 、 遅刻や欠席の減点法で計算する 。 その他、 運動参加への意欲、 積極性、 協調
性、 受講態度等を加点評価する 。

第13回 バト ミ ント ン

第14回 学生の希望によ って決定する

第15回 学生の希望によ って決定する

各ス ポーツのルール確認

第10回 バト ミ ント ン

第11回 バト ミ ント ン

第12回 バト ミ ント ン

バス ケッ ト ボール

第5回 バス ケッ ト ボール

第6回 バレ ーボール

第7回 バレ ーボール

第8回 バレ ーボール

第9回 バレ ーボール

室内球技の特性を把握し 、 運動の実践を通し て身体能力を身につける 。 ま た、 集団
での活動や表現等を通し てコ ミ ュ ニケーショ ン能力を育む。

本講義では、 バレ ーボール・ バス ケッ ト ボール・ バト ミ ント ン等の室内で行なわれ
る 種目を教材と し 、 そこ で用いら れる 身体運動等を学習する 。 基本的に毎時間ゲー
ムを行い、 各種目特有の技術・ 戦術の体得、 体力の維持増進、 身体運動の愉し さ の
体感を主なねら いと する 。

第1回 ガイ ダンス

第2回 バス ケッ ト ボール

第3回 バス ケッ ト ボール

第4回


